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１．実施報告 

１．１ 実施の対象 

表 1.1に示す対象物において、カーボン・オフセットを行った。  
 

表 1.1 対象物 

 
 
カーボン・オフセットとは、 
市民、企業、NPO/NGO、自治体、政府等の社会の構成員が、自らの温室効果ガスの排出
量を認識し、主体的にこれを削減する努力を行うとともに、削減が困難な部分の排出量につ

いて、他の場所で実現した温室効果ガスの排出削減・吸収量等（以下「クレジット」という）

を購入すること又は他の場所で排出削減・吸収を実現するプロジェクトや活動を実施するこ

と等により、その排出量の全部又は一部を埋め合わせることをいう。 
（出典：環境省「我が国におけるカーボン・オフセットのあり方について（指針）」） 

 

 

地球温暖化対策の喫緊性とは、 

世界の温室効果ガスの排出量は年々増加しており、今後も増大することが予想されてい

ます。こうした温室効果ガスの影響を最小限に抑える為には、早急に地球全体の温室効果

ガス排出量を大幅に削減し、その濃度を安定させる必要があります。 

気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）最新報告書（ＡＲ４ 第四次評価報告書）で

は、“今後 20～30 年に温室効果ガス排出削減努力とそれに向けた努力が、より低い安定化

濃度の達成に大きな影響を与える”としています。 

       （詳細は、「環境省 ＳＴＯＰ ＴＨＥ 温暖化」パンフレットをご確認ください） 

対象物名称 ○○○ 

対象の概要 

 

 
 
 
 
 

オフセット対象 
とする活動  

対象とする期間、 

人数、距離等の情報 

年間-----------------------おける環境負荷のおよそ○%に相当する排出量○
ｔ・CO2のクレジットは、事前に償却手続きを行う。 
2011年 2月 1日以降に対象サービスを開始し、排出量が償却量を上回る場
合には、別途追加にてクレジットの償却を行う予定。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

サンプル 
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１．２ 情報公開ガイドラインに基づくカーボン・オフセット実施状況 

表 1.2に示すとおりカーボン・オフセットを行った 
 

表 1.2 カーボン・オフセット実施状況 
クレジットの種類 CER（国連認証排出削減量） 

 

認証プログラム名称 京都メカニズム（CDM） 

 

 

クレジット 

タイプの説明 

シリアルナンバー IN-000-000-040-747-728 

～IN-000-000-040-747-746（○ｔ） 

クレジットの調達状況・無効化 

方法 

・発行済み CER 

・株式会社 

（口座番号：JP-100-00000-00000-00179-00） 

・国別登録簿システム上で、日本政府口座への

無償移転 

 

クレジットの 

 調達期限 

通知方法 

クレジット調達期限・通知方法・

頻度 

 

事前実施分として 19ｔを、2011 年○月○日に
無効化手続きを実施済。対象顧客への通知方法

は、書面を持って行う予定。 
2011年 2月 1日以降にサービスを開始し、件数
増加により排出量が償却量を上回る場合には、

別途追加にてクレジットの償却を行う予定。 

プロジェクト名 インド・タミルナドゥ風力発電プロジェクト 

〔0471〕 

プロジェクト実施国・実施地域 インド・タミルナドゥ州 

 

プロジェクトタイプ 風力発電 

 

プロジェクト概要 インド・タミルナドゥ州の、ティルネルベリと

コインバトール地区で風力発電プロジェクトを

実施しています。このプロジェクトは総設備容

量 56.25MW の風力発電機 250 台のバンドルから

構成されています。再生可能な風力発電による

電力への代替をしたことで、プロジェクト全体

としては2016年までに554,897トンのCO2排出

量が削減される見込みです。 

プロジェクト期間 31 Mar 09 - 30 Mar 16 

 

 

 

 

 

プロジェクト 

情報 

 

プロジェクトの排出削減・吸収量 544,897 t・CO2 （総量） 

77,842 t・CO2  （年間平均削減量） 

商品・サービス当たりの販売価格 無料 

 

消費者の価格負担（料金上乗せ）

有無 

消費者への価格負担は無し 

販売価格・その他

支払いに関する

事項 

その他支払いに関する事項  

 

※カーボン・オフセットの取組に係る信頼性構築のための情報提供ガイドライン(Ver.1.0) 
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【ＣＯ２排出量表示データ】 

 製品機能単位  

対象とする製品、活動の内容 

 

 

 

 

○○に伴う環境負荷 ○×○・CO2/円＝○t・CO2 

 

○t・CO2     （小数点以下切捨て） 

 

産業連関表【部門 374 建物サービス】 

環境負荷原単位  ○t・CO2/百万円 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

  

 

製品の排出量 

（○○の算定方法

による） 

  

 

  

 

 

算定担当者 算定担当者 

 

 

 

第三者認証 

 

第三者認証の有無 なし 

 

【基礎データ】 

項目 名称 備考 

基礎情報 会社名  
 

 住所  

 

 電話番号 

FAX 番号 

 

 

 担当者情報  

 

 メールアドレス  

 

 ｗｅｂサイト  

 

 環境への取組  

 

 

 

紹介動画など  

 

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
（
Ｃ
Ｆ
Ｐ
）
デ
ー
タ 
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１．３ 添付資料 

 

・地球温暖化対策の推進に関する法律第 34条第 2項に基づく算定割当量の 
 振替について（通知） 
   ※ 2011年○月○ 日 無効化実施分 （○トン分） 
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